
ほけんだより ８月号 しょくいくだより 文責：阪口文責：福田

 　　　　　 　　　　７月に流行した病気

手足口病・コロナウイルス感染症・ヘルパンギーナ・溶連菌感染症など

の感染症のお子様が多く見られました
　ご家族やご兄弟などからの感染がみられ、園内で流行しました。特に手足口

病は全国的に大流行し、大人がかかると重症化してしまった例が多く聞かれま

した。

園は集団生活の場です。他のお子様にうつさない為に、お子様の体調には十分

注意し、「感染症かもしれない」という診断を受けた場合は、ご自宅での休養

をお願いします。園内でも引き続き手洗いうがいはもちろん感染予防対策を続

けていきます。

　毎日暑い日が続いていますが、子どもたちは暑さにも負けず元気いっぱい遊

び、

入園・進級当初に比べ、喫食量がだんだん増えてきました！

　８月も夏バテしないように、夏野菜等を使ったバランスの良い食事で栄養を

●ビタミンＢ１を含む食材を食べましょう！！
　汗をかいたり、疲労を追い出すために体の中ではビタミンやミネラルが多く使われてい

ます。特にエネルギーを作り出す。ビタミンＢ１は、この時期にしっかり摂りたい栄養素

です。

ビタミンB１の補給には、良質なたんぱく質でもある豚肉や納豆、豆腐などがおすすめで

す。また、にんにくや玉ねぎに含まれる成分がビタミンＢ１の働きを高めてくれるので、

一緒に食べるのも効果的です！！

●夏野菜を食べましょう！！

　トマトやキュウリなど旬の野菜には、夏に必要な水分とビタミンなどの栄養素がたっぷ

り含まれています。

　暑さで弱る胃の消化を助け、体温を下げる働きを持っています。

●料理に風味をプラスしましょう！！

　☆チャーハン、サラダ、スープ、フライの衣に＋カレー粉

  ☆冷しゃぶ、冷奴、サラダに＋梅肉、ゴマ、レモン汁、みそ

食欲が出てくれば、体力は自然に回復してきます。

肉、魚、牛乳、乳製品、野菜、果物など様々な食品をバランスよく食べることが大切です。

８月より白ご飯の提供を開始します。

給食の様子などは、ブログにて掲載しますのでご覧下さい。

　　　　　　　　　　　　　　夏バテ予防！！
夏バテとは、高温多湿の夏に身体が対応できなくなり、なんとなく身体がだる

かったり、食欲不振になるなどの夏に起こる身体の不調のことをいいます。

　乳幼児は、まだ体温を調節する機能や胃腸の働きが未発達な為、脱水症状に

なりやすく、食欲の低下を引き起こすことがあります。

　また、熱帯夜によって睡眠不足になると、日中の疲労を回復することができ

ず疲れがたまってしまい、元気に遊ぶことができなくなってしまいます。


